
組み立てにあたっての注意事項

はじめに

１．アンカー工事を必ず行なってください。
２．強風時などの天候の悪い日の組み立ては避けてください。
３．３０ｋｇ以上の梱包や部材の運搬・組立は、２人以上で行ってください。
４．ヘルメット･手袋･長袖シャツなどの保護具や脚立等を使用し、安全確認の上作業してください。
５．組立中は部材の転倒防止のために、つっかい棒やロープ等でしっかり固定してください。
６．組立途中で放置しないでください。

●設置場所
１．崖の縁や屋上など、安全の確認の出来ない場所への設置は避けてください。
２．非常時の避難通路となるような場所には設置しないでください。
３．家からの雪が直接屋根に落ちてくる場所への設置は避けてください。
４．家の屋根からまとまった雨水が直接屋根や壁に落ちないように配慮してください。

●組み立て

　このたびは、イナバガレージ「ブローディア」をお買い上げくださいまして誠にありがとうございました。私たちは、
この製品の開発にあたって「良いものを安く」をモットーに、苦心して作り上げました。どうぞ末永くご愛用いただき
ますようお願い申し上げます。この製品の組み立てについてご説明いたしますので、かならずお読みください。
組立説明書の基礎図・アンカー工事については標準的施工方法とします。異なる施工を行う場合は、予め当社に
ご相談ください。なお、ご使用にあたっての注意については、取扱説明書・製品保証書をお読みください。
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～ BRK-D5264H･HU(J･JU) ･BRK-D5764H･HU(J･JU)･BRK-D6264H･HU(J･JU)～
１-１．基礎施工

■基礎施工図［単位：mm］

入口部の基礎高さが、土間面(F.L)から300(+0ｍｍ、-50ｍｍ)、地盤面(G.L)から300ｍｍになるように、
水盛･遺形にしたがって根伐･砂利等で地固めをし、下図のように基礎を作ります。

(ａ＝70，ｂ＝221，c=130)
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※アンカーボルトは布基礎芯ではありません。

※高基礎仕様はありません。

組立順序の
ご説明
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BRK-D5264型

組立にあたって、部品の共通性・互換性を持たせるために、取付穴が余分にあけてあります。
相手に穴のない所はボルト締めの必要はありません。各取付穴は、組立を容易にするために
余裕を持たせてあります。片寄った締め方をすると、部品が入らなかったり穴が合わない場合
がありますので、この場合はボルトをゆるめ調整してください。電動工具を使用する際は、ネジ
山が破損し空回りするおそれがありますので、締めすぎにご注意ください。

・・・アンカーボルト位置を示す

基礎幅は必ず120mmとしてください。
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１-２．基礎施工(基礎詳細図)

アンカーボルトはM12でも可

Ａ-Ａ’断面 C部

■基礎断面図［単位：mm］
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基礎施工の
ご注意

この説明書における基礎は、積雪荷重1200Ｎ/㎡（一般型）と3100Ｎ/㎡（多雪地型）の標準
施工図面です。寒冷地や軟弱地盤等、特別な地域におきましては実情に合った基礎施工を
行なってください。また、安全の為一般型は60cm以上､多雪地型は1m以上積もらないように
雪下ろしをしてください。安全確保のため、アンカー工事には十分注意してください。
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注意!
基礎幅は必ず120mmとしてください。

オーバースライドドアが降りる土間面は

必ず基礎天より300mm(+0mm、-50mm)

としてください。

（オーバースライドドアの取り付けに

不具合が生じます。）

!
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30．鼻隠し前後の取付
鼻隠し前左、鼻隠し前右の順に屋根にかぶせM6ボルトで取り付けます。（図①、②）
鼻隠し後右を屋根にかぶせ、下図のようにM6ボルトで鼻隠し後固定板に取り付けます。
鼻隠し後左も同様に取り付け、後面のM6ボルトを取り付けます。（図③）
※○印のボルトにボルトキャップを取り付けてください｡
※多雪地型は 　 部も留めてください。

左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。

M６ボルト=20本

29．妻板の取付
妻板右前を梁右前にかぶせ、庫内側からM6ボルトとネジ板で固定します。
次に妻板右後を梁右後にかぶせ妻板前とM6ボルトで取り付け、庫内側からM6ボルトとネジ板で固定します。
※妻板左も同様に取り付けます。

ネジ板=10枚

梁にかぶせる

妻板

断面図
妻板右後

梁右

（図①）

図①

図②

M６ボルト=23本
ボルトキャップ=8個

図③

鼻隠し前左

鼻隠し前右

（図①）

（図②）

鼻隠し後左

鼻隠し後右

（図③）

図①

妻板右前
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